渡海の絵巻　――いけのや文庫蔵『御曹子島渡り』―― by 齋藤 真麻理
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（Ｃ本）である（同氏「 御曹子島渡』裸島絵二種」 『奈良絵本・絵巻研究』第一〇号、二〇一二年九月。 「〈研究ノー
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手元の控えによれば、まもなくテレビ番組「開運なん も鑑定団」で紹介される由 あった。その時点ではとくに表紙の傷みが激しく、ほぼすべ の料紙の糊が剥離してばらばらになっており、辛うじて上巻第二三、二四紙と中巻第八、九紙は剥 れず 残っていると う状態であっ 。しかしながら『御曹子島渡り』は伝本が少なく 三巻から成るいけのや文庫本はそれだけでも貴重であって 各料紙 保存状態は比較的良好、しかも挿絵の多く 紙または三紙を継 で描かれた豪華本と拝見した。露呈し 糊代部分に帳合を示す墨書がある とも目を引いた。
 
 
後日、絵巻は表紙を改めて巻子装に修復 れ、 二 に当該番組で紹介されたが、石川透氏による言及以外、
全体像が学界に紹介されること なかった。いずれ当館よ 画像公開させ 頂いて学界 資することはできないかと
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つといふ馬なとに」乗った鬼は描かれておらず、或いは伝来過程で失われた可能性を考えてみるべきであろうか。挿絵にはしばしば補彩や補筆が施されており、甚だしきは下巻のうち、朝日天女が金の箱 持ち帰る場面（第一二紙）と箱を御曹子に差し出す場面（第一三、一四紙）の間に樹
木を描き足し、本来は別々の挿絵を一連の場面のごとき体








紙オモテの右上と右中央に見られ、 「い」 「ろ」 「は」



















































こにたゝすみ給ふ。大わう、ゑしやきを御つかいにて、いかにや しはら国のくはんきよはいつくにあるそ。見て参れと有しかは、ゑしやきは けた はり ひろえんさして出けれは もとの所に有けるを、 く〳〵見奉りてかへりける」で終わり、続く下巻は「さるほと 大わうにかくと申けれは、大わうきこしめし、さてはふしぎのものかな。さらは出てさかもりせん。竹をも」と始 っ 本文 自然 流れてゆく。なお、下巻最後の挿絵の直前、第二七紙には「十六包 墨書があり、物語 御さう 、かつはとおき せ給ひ、いかにや とはんとすれとも夢に あり。 （中略） むかしよりいまにいたるまて、 ふうふの中ほとにせつなきことはよもあらし。 かくて、 ひやうほうゆへに、
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をはじめ、しばしば童子 波濤の障子で飾られ 邸内で酒宴に興じている。とくに国会本はい のや文庫蔵『御曹子






























づき』の挿絵では臨終 近の母君と鉢を頂いた姫とが向かい合って座り、周囲に乳母たちや父君 配される 、母君の背後には波濤図の屏風が描かれ、両親 座す上畳の緣にも波濤の文様が見られる
[図版８
]。これについては「これ




が、延宝四年といえばまさに奈良絵本・絵巻 全盛期であり、そこには異境表現として繰り返し波濤図が描かれていた。従って、延宝四年版『 ち づき』の波濤図もまた、人知を超えた力 発露の表象として理解できよう。
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いけのや文庫蔵『御曹子島渡り』の挿絵には、波濤図のほかにも江戸時代前期の奈良絵本・絵巻に特徴的な表現が
見られる。馬人島の場面を参照してみよう。御曹子が島に到着すると、 「たかさ十ちやうはかりなるもの、二三十人いてきたりしか、こしよりうへはむまに あり、こしより下は人なりしか、こしのあたりを見給へ 、たいこをつけてあなたこなたとしける」 人たちが出迎えた。彼らの言によれば、この島は「王せん嶋と申て、かくれなきむま人しま」で、腰の太鼓は転んだ際に叩いて助けを呼ぶ必須の道
具だという。諸本いずれも渚で御曹子と対面するという近




























































いけのや文庫本が二十五人もの小人を描いた理由は、 恐らく次の一節 「二十五の菩薩たち」 に基づくものであろう。
二十五菩薩影向の島なればこそ、小人たちの数までも二十五という数字が意識されたに違いない。
 















まれてしまうことが唯一 弱点であった。その難を避けるために彼らは単独行動をとらず、必ず連れ立って移動するという。俳諧 は鶴 小人とが付合として定着するほど、この伝承は人々にとって耳近い異境譚であった。
 



































































































は一列横隊の集団のみと り、彼らを頭上から見下ろ が新 に加えられて る。パリ本『異国物語』もこれに近く、本文には「此国東方に小人国あり、人のたけわつかに九寸、海靏常にかけり やゝくらふ、このゆへに国人ゆく
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このほかにも浄明鏡の一節は『長秋詠藻』 『拾遺愚草』をはじめ、 『新和歌集』巻第五「釈教」や『続亜槐集』 、 『松
















































































































舶載された版本によってもたらされる不可思議な国々 風俗は、当時の日本人を惹きつけてやまなかったと推測される。そのような時代の空気は『御曹子島渡り』にお ても共有されて で な ろうか。本稿冒頭 述べたとおり、明代日用類書は仮名草子『異国物語』や奈良絵本『山
海異物』を生み出す土壌となっていた。これらは日用類書
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10）前田金五郎「 『小人嶋』考―西鶴語彙管見―」 （『国語と国文学』第三一巻第八号、一九五四年八月） 、米井力







































































 右から上巻 18 紙、
26 紙、下巻 22 紙。
図版 4：いけのや文庫蔵『御曹子島渡り』。喜見城のさま。
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図版 5：国文研蔵『うらしま』 
   （国文研データセット DOI:10.20730/200017771）
図版 6：国文研蔵『咸陽宮』 
   （国文研データセット 
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表紙 36.1㎝      
見返し 36.8㎝      
第１紙 49.6㎝ 詞 さるほとに御さうしはひてひらをめされ    
第２紙 50.0㎝ 絵 (秀衡の屋形) いノ一ノ二   
第３紙 49.8㎝ 絵(続) (屋形内で対面する御曹子と秀衡) いノ二   
第４紙 50.0㎝ 詞 御さうしこのよしきこしめしとやせ いノ三 二包  
第５紙 50.0㎝ 絵 (船頭に声をかける御曹子) いノ四   
第６紙 50.4㎝ 詞 御さうしはきこしめしよのふねはほし いノ五   
第７紙 50.4㎝ 詞 こ〳〵そゑそかしま大てしまはらね いノ六 四 いノ六 
第８紙 24.2㎝ 詞 はなにそとゝひ給へはこれは太こと申 いノ七 五包  
第９紙 49.8㎝ 絵 (むま人島へ上陸した御曹子) いノ八  いノ七 
第10紙 49.8㎝ 絵(続) (むま人島の面々)   (判読不能) 
第11紙 50.0㎝ 詞 もつともと仰られてしはしかほと物 いノ九 六 いノ九 
第12紙 50.5㎝ 詞 風ふけはさむくはなきかはたか嶋 いノ十 七 いノ十 
第13紙 32.0㎝ 詞 ならはこれよりじゆん風よくして三 いノ十一 八包 いノ十一 
第14紙 49.6㎝ 絵 (はだか島へ上陸した御曹子) いノ十二   
第15紙 49.6㎝ 絵(続) (はだか島の面々) いノ十三  いノ十三 
第16紙 50.4㎝ 詞 さるほとに御さうしはあんしかねて いノ十四  (「四」のみ判読可) 
第17紙 50.2㎝ 詞 ひにいふやうは三百年かそのさきに いノ十五 十 いノ十五 
第18紙 17.8㎝ 詞 ならすかおもしろさにしはしゆるし申 いノ十六 十一包 いノ十六 
第19紙 49.4㎝ 絵 (にょうごが島で笛を吹く御曹子) いノ十七  (判読不能) 
第20紙 50.0㎝ 絵(続) (にょうごが島の面々)    
第21紙 50.0㎝ 詞 さるほとに御さうしはたはかりたると いノ十九 十二 いノ十□(虫損) 
第22紙 50.2㎝ 詞 そのかたより吹くる風をはなんふうと いノ廿 十三包 いノ廿 
第23紙 50.0㎝ 絵 (ちいさこ島に上陸した御曹子) いノ廿一   
第24紙 50.6㎝ 詞 ちいさこしまのいはれと申をかたつて    
第25紙 50.3㎝ 詞 とかれたりらうりくとくあんをんらく いノ廿三 十五 いノ廿三 
第26紙 24.6㎝ 詞 ける有様也あさましやかゝるうきめにあ いノ廿四 十六包終 いノ廿四 
第27紙 
(白) 
19.0㎝      
       
中巻(紙高33.1×全長953.2㎝) 
表紙 36.0㎝      
見返し 36.8㎝      
第１紙 49.8㎝ 詞 さるほとにおにともこれをきくよりも (判読不能)  ろノ一 
第２紙 50.4㎝ 詞 一万ゆしゆんふかさも一まんゆじゆん ろノ二 二  
第３紙 50.4㎝ 詞 さらになし御さうしはこりをとりしゆ ろノ三 三 ろノ三 
第４紙 34.0㎝ 詞 やうのくろかねのさくをふりおなしく ろノ四 四包 ろノ四 
第５紙 50.0㎝ 絵 (ゑぞが島に到着した御曹子) ろノ五  ろノ五 
第６紙 50.4㎝ 詞 かれらかせいを見給へは十七八丈に見 ろノ六 五 ろノ六 
第７紙 28.6㎝ 詞 しきとはしたけれと竹をならすか  六包 ろノ六 
第８紙 50.2㎝ 絵 (鬼たちを前に笛を吹く御曹子) ろノ七□□(破損)  
第９紙 50.0㎝ 絵(続) (笛に聞き惚れる鬼たち)    
第10紙 50.2㎝ 詞 あるおにともかいふやうはこれほとお  七 ろノ九 
第11紙 21.4㎝ 詞 有様おそろしきことかきりなしもとよ ろノ十  ろノ十 
第12紙 49.6㎝ 絵 (朝日天女と出会う御曹子) ろノ十   
第13紙 50.0㎝ 絵 (大王の屋形)  ろノ十一 ろノ十一 
第14紙 49.6㎝ 絵(続) (笛を吹く御曹子)   ろノ十二 
第15紙 50.6㎝ 詞 大わうつく〳〵ときゝ給ひなのめなら ろノ十三 九 ろノ十三 
第16紙 50.4㎝ 詞 てきたることけふのゑしきにしたけ ろノ十四 十 ろノ十四 
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 ①寸法 ②詞／絵 ③詞書冒頭(絵) ④オモテ右上墨書
⑤オモテ
右中央墨書 ⑥ウラ右上墨書
第17紙 50.2㎝ 詞 しおつるものならはけふのゑしきと ろノ十五 十一包 ろノ十五 
第18紙 50.0㎝ 絵 (大王に武芸を披露する御曹子)    
第19紙 24.4㎝ 詞 御さうしはたゝひとりひろにはにおはし ろノ九 十二包終  
第20紙 
(白) 
20.2㎝      
       
下巻(紙高32.8×全長1585.8㎝) 
表紙 34.0㎝      
見返し 34.6㎝      
第１紙 50.0㎝ 詞 さるほとに大わうにかくと申けれは大  二  
第２紙 50.4㎝ 詞 きよは竹をならせと仰けれは御さう  二 はノ二 
第３紙 50.4㎝ 詞 ねからあやをりて一かさね十二ひとへを はノ四 三 はノ四 
第４紙 27.2㎝ 詞 とこゝろか雲井にあくかれてかくは はノ五 四包  
第５紙 49.8㎝ 絵 (大王の屋形)   (判読不能) 
第６紙 50.0㎝ 絵(続) (大王と朝日天女の前で笛を吹く御曹子) はノ七  (判読不能) 
第７紙 50.0㎝ 詞 しゆもなかはに大わうは御ざしき はノ八 五包 はノ八 
第８紙 48.6㎝ 絵 (朝日天女と語り合う御曹子) □□   
第９紙 50.4㎝ 詞 天女はきこしめしなにことなりとも はノ十 六  
第10紙 51.0㎝ 詞 こしめしこゝにひとつのたとへあり  七  
第11紙 50.8㎝ 詞 をめくらし給ひてかのまき物を    
第12紙 49.2㎝ 絵 (箱を手に戻る朝日天女)    
第13紙 50.8㎝ 絵 (箱を御曹子に差し出す朝日天女)   十□(四カ) 
第14紙 49.8㎝ 絵(続) (庭の景色、銀の月)    
第15紙 50.0㎝ 詞 さて御さうしにかくと仰けれは御さ    
第16紙 50.4㎝ 絵 (室内で御曹子を見守る朝日天女) (判読不能)   
第17紙 50.0㎝ 絵(続) (兵法書を書写する御曹子)    
第18紙 50.2㎝ 詞 御さうしはきこしめし大事かいて 十九 十  
第19紙 50.2㎝ 詞 給ふへしみつからかなにとかなりて  十一包  
第20紙 48.8㎝ 絵 (別れを惜しむ御曹子と朝日天女)    
第21紙 49.4㎝ 詞 さるほとに御さうしはしのひてたい    
第22紙 24.6㎝ 詞 はめてうきくつといふ馬なとにのり  十三包  
第23紙 50.4㎝ 絵 (海に入り、御曹子を追う鬼たち)    
第24紙 49.8㎝ 絵(続) (船で逃げる御曹子) は五   
第25紙 49.4㎝ 詞 このやまをたつぬるそのひまにまた  十四  
第26紙 50.4㎝ 詞 てんによあしたの露ときえたまふ    
第27紙 28.4㎝ 詞 ことのうたかひなしとてよろこひはかき  十六包  
第28紙 50.2㎝ 絵 (秀衡の屋形)    
第29紙 50.0㎝ 絵(続) (秀衡と御曹子の対面。御曹子の枕上で泣
く朝日天女) 
は□   
第30紙 49.6㎝ 詞 御さうしかつはとおきさせ給ひいかに    
第31紙 
(白) 
15.6㎝      
第32紙 49.4㎝ 狂歌     
第33紙 22.0㎝ (続)     
第34紙 
(白) 
21.0㎝      
 
